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オープニングでの挨拶（浜田復興副大臣） セッションでの対話の様子 

 
 

平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 ２ １ 日 

復 興 庁 

第 21回地域復興マッチング「結
ゆ い

の 場
ば

」（福島県田村地区） 

の開催報告について 

地域復興マッチング「結の場」のワークショップを以下のとおり開催しましたので報告いたします。 

 

＜開催概要＞ 

■ 第 21 回地域振興マッチング「結の場」 （福島県田村地区） 

１．日時： 平成２９年１１月１５日（水） １３：００～１７：１５ 

２．場所： ウェディングプラザ丸美（福島県田村市船引町船引字上田中 34-1） 

３．主催： 復興庁、田村地区商工会広域連携協議会 

４．後援： 福島県商工会連合会 

５．参加： 被災地域企業９社 支援提案企業２３社３４名 

 

■ ワークショップの様子 

ワークショップ前の視察では、コミュタン福島（福島県環境創造センター）を訪問し、放射線や環

境問題に関する理解を深めました。また、㈱田村市常葉振興公社が経営するスカイパレスときわ

の訪問では、田村地区における観光資源の活用、復興に向けた歩みについて理解を深めました。 

ワークショップでは、被災地域企業と複数の支援提案企業がテーブルごとに分かれて、対話を

行いました。実際の商品などを用いて被災地域企業の現状を理解してもらい、支援提案企業から

は、質問や課題解決に向けたアイデア等が出されました。 
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ワークショップ全体の様子 

ワークショップ前の視察の様子 

（コミュタン福島） 

 

＜参加した被災地域企業の声＞ 

◆自分の視点では思いつかないアドバイスをいただいた。 

 明日からひとつひとつ事業運営に活かしていきたい。 

 

◆震災後は苦難の連続だった。どうしても視野が狭くなり 

 がちだったが、色々な提案をいただき希望が見えた。 

これからもこの地域を皆が戻りたくなるような場所にでき 

るよう頑張っていきたい。 

 

◆震災で全てを失っての再スタートだったが、これからは 

支援提案企業の助言を活かして、「行ってみたい」という 

施設に変わるべく尽力したい。地域社会の役にも立って 

いくことの大切さを改めて認識した。 

 

＜参加した支援提案企業の声＞ 

 

◇復興はまだ道なかばという印象だが、地域にはポテン 

シャルを秘めた会社が多く、世間にあまり知られてい 

ないのはもったいないと感じた。どうやってアピールで 

きるかを一緒に考えていきたい。 

 

◇業種の異なる企業がこれだけ集まる場はなかなか 

ない。他社の意見も参考となり、支援提案の内容が 

膨らんだ。地元企業が再生するのが福島の再生だ 

と考えている。これからも支援を続けていきたい。 

 

今後、ワークショップに参加した支援提案企業によりプロジェクトの提案が行われ、具体的な支

援が開始されます。復興庁では、これらの支援の具体的な内容を取り纏め、フォローアップしてい

く予定です。 
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参加企業・団体（予定・五十音順） 

第２１回 （福島県田村地区） 

【被災地域企業：９社】    

1 エル.エス.アイ㈱ 5 ㈲常葉製作所 9 ㈱ヤマトシステムエンジニア 

2 ㈱田村市常葉振興公社 6 ㈲永井のくわ 

3 辻鉄工所 7 ㈱ハム工房都路 

4 ㈱東京菊池商会 8 ㈲磐山荘 瀇太屋 

 

【支援提案企業等：２３社】 ※初参加の企業・団体 

1 ㈱イトーヨーカ堂 10 ソレキア㈱ 19 ヤマト運輸㈱ 

2 ㈱ＮＴＴドコモ 11 損害保険ジャパン日本興亜㈱ 20 ヤマトオートワークス㈱※ 

3 ㈱大田花き※ 12 日本電気㈱ 21 ㈱ヨークベニマル 

4 ㈱紀ノ國屋※ 13 ㈱日本レストランエンタプライズ 22 ㈱ラックランド 

5 ㈱ぐるなび※ 14 パナソニック㈱ 23 ㈱LIXIL グループ 

6 ㈱ジェイティービー 15 東日本電信電話㈱ 

7 積水化学工業㈱ 16 富士通㈱ 

8 仙台ターミナルビル㈱ 17 ㈱富士通マーケティング 

9 総合警備保障㈱ 18 三井住友海上火災保険㈱ 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 復興庁 企業連携推進室  新保、野村、足立、平田、辻原、土岐  TEL：03-6328-0267 

 福島復興局        北市、福地              TEL：024-522-8519  


